
　
大
量
の
放
射
線
量
を
が
ん
病
巣

に
集
中
さ
せ
て
数
回
の
治
療
で
手

術
な
み
の
効
果
を
得
る
「
定
位
放

射
線
治
療
」
は
、
転
移
性
脳
腫
瘍

に
対
す
る
「
ガ
ン
マ
ナ
イ
フ
」
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
腫
瘍
の
呼
吸

に
伴
う
病
巣
の
移
動
の
問
題
な
ど

も
克
服
し
、
早
期
の
肺
が
ん
や
肝

臓
が
ん
も
こ
の
治
療
の
対
象
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　
東
大
病
院
の
放
射
線
治
療
部
門

で
は
、
局
所
の
進
行
度
を
問
わ
ず

前
立
腺
が
ん
を
５
回
の
照
射
で
治

療
し
て
い
ま
す
。
１
回
の
照
射
時

間
は

秒
程
度
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

従
来
は

回
近
い
通
院
が
必
要
で

し
た
か
ら
、
定
位
照
射
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
放

射
線
治
療
は
「
働
き
な
が
ら
が
ん

を
治
す
」
た
め
の
切
り
札
と
言
っ

て
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
磁
気
共
鳴
画
像
装
置（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）

と
放
射
線
治
療
装
置
を
組
み
合
わ

せ
た
「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
―
リ
ニ
ア
ッ
ク
」

の
登
場
に
よ
り
膵
臓（
す
い
ぞ
う
）

が
ん
な
ど
の
定
位
照
射
も
視
野
に

入
っ
て
い
ま
す
。

　
定
位
放
射
線
治
療
は
、
治
療
費

の
自
己
負
担
分
を
支
払
う
患
者
、

残
り
の
費
用
を
負
担
す
る
健
保
組

合
、
協
会
け
ん
ぽ
な
ど
の
「
保
険

者
」
、
収
益
も
必
要
な
病
院
側
の

三
者
に
そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
を

も
た
ら
し
ま
す
。

　
こ
こ
で
前
立
腺
が
ん
を
例
に
し

て
説
明
し
て
い
き
ま
す
。
東
大
病

院
で
も
以
前
は

回
の
通
院
で
放

射
線
治
療
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
費
用
は
全
体
で
１
３
０

万
円
程
度
で
し
た
。
し
か
し
、
現

在
の
５
回
の
定
位
放
射
線
治
療
で

は
全
体
で

万
円
と
従
来
の
治
療

法
の
約
半
分
に
な
り
ま
す
。
放
射

線
治
療
の

％
が
保
険
の
対
象
で

す
が
、
３
割
負
担
と
す
る
と
、
自

己
負
担
は
約

万
円
と

万
円
程

度
と
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
保
険
医
療
に
は
高
額

療
養
費
制
度
が
あ
り
、
各
月
の
自

己
負
担
に
は
上
限
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
標
準
的
な
所
得

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
、
支
払

い
は
月
額
８
万
円
余
り
で
済
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。

回
の
通
院
の

場
合
、
治
療
期
間
が
月
を
ま
た
い

で
３
カ
月
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
定
位
放
射
線
治
療
で
は
１

カ
月
分
の
負
担
８
万
円
程
度
で
済

む
場
合
も
多
く
な
り
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
が
支
払
っ
た
残
り
の

医
療
費
は
保
険
者
が
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
の
金

額
も
定
位
放
射
線
治
療
で
は
ず
っ

と
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
病
院
に
と
っ
て
は
、
患
者
あ
た

り
の
収
益
は
減
り
ま
す
が
、
よ
り

多
く
の
患
者
に
高
精
度
治
療
を
提

供
で
き
、
全
体
の
収
支
を
良
く
す

る
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
ま
す
。
ま
さ

に
、
「
三
方
一
両
得
」
で
す
。

（
東
京
大
学
病
院
准
教
授
）
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